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ＳＡバウンダリ系統図（参考図） 

今後の設計進捗により、 

変更となる可能性がある。 
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前処理建屋 
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について商業機密上の観点から公開できません。
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について商業機密上の観点から公開できません。
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について商業機密上の観点から公開できません。
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分離建屋 
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について商業機密上の観点から公開できません。
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について商業機密上の観点から公開できません。
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について商業機密上の観点から公開できません。
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精製建屋 
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について商業機密上の観点から公開できません。
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について商業機密上の観点から公開できません。
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について商業機密上の観点から公開できません。 388



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋
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について商業機密上の観点から公開できません。 390



について商業機密上の観点から公開できません。 391



について商業機密上の観点から公開できません。
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高レベル廃液ガラス固化建屋 
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について商業機密上の観点から公開できません。 394



について商業機密上の観点から公開できません。 395



について商業機密上の観点から公開できません。 396
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接続図 

今後の設計進捗により、 

変更となる可能性がある。 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地下３階）その１ 

常設設備側 可搬型設備側 

(給水口及び排水口) (給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地下３階）その２ 

常設設備側 可搬型設備側 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) (給水口及び排水口) 
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（電源設備はコネクタにより接続） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地下１階）その１ 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 

401



 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地下１階）その２ 

常設設備側 可搬型設備側 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地下１階）その３ 

常設設備側 可搬型設備側 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 

(給水口及び排水口) 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地上１階）その１ 

常設設備側 可搬型設備側 

(給水口及び排水口) 

404



（電源設備はコネクタにより接続） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地上１階）その２ 

(給水口及び排水口) 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地上１階）その３ 

(給水口及び排水口) 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地上２階） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

前処理建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 前処理建屋（地上３階） 

常設設備側 可搬型設備側 
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1 

 

 

 

 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

 

 

 

 

 分離建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地下 2 階） 

 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） （給水口及び排水口） 
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2 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

分離建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地下 1 階） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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3 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

 分離建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上 1 階） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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4 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

 分離建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上 2 階） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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5 

（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

 分離建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上 3 階） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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6 

（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 

 分離建屋の蒸発乾固に対処するための設備における 

可搬型設備と常設設備の接続図 分離建屋（地上４階） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地下３階） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地下２階） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

416



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地下１階） 

（給水口及び排水口） （給水口及び排水口） 

417



（電源設備はコネクタにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地上１階） 

418



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地上２階） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地上４階）その１ 

420



（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地上４階）その２ 

常設設備側 可搬型設備側 

421



（電源設備はコネクタにより接続） 

精製建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

精製建屋（地上４階）その３ 

422



（電源設備はコネクタにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における電源設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地下２階）

について核不拡散上の観点から公開できません。
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地下２階）その１

常設設備側 
可搬型設備側 

について核不拡散上の観点から公開できません。

424



（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地下２階）その２

常設設備側 可搬型設備側 

について核不拡散上の観点から公開できません。

425



（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地下２階）その３

について核不拡散上の観点から公開できません。

426



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地下１階）

常設設備側 

（戻り：可搬型設備側） 

可搬型設備側 

（戻り：常設設備側） 

について核不拡散上の観点から公開できません。

427



（電源設備はコネクタにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における電源設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地上１階）

について核不拡散上の観点から公開できません。

428



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地上１階）その１

常設設備側 可搬型設備側 

について核不拡散上の観点から公開できません。

429



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地上１階）その２

常設設備側 

（戻り：可搬型設備側） 
可搬型設備側 

（戻り：常設設備側） 

について核不拡散上の観点から公開できません。
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地上２階）その１

常設設備側 可搬型設備側 

について核不拡散上の観点から公開できません。

431



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設設備の接続図 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋（地上２階）その２

常設設備側 可搬型設備側 

について核不拡散上の観点から公開できません。
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下３階）その１ 

進行緩和設備
第２接続口

進行緩和設備
第４接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ
①

高レベル廃液混合槽Ｂ

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ
②※１

高レベル廃液混合槽Ｂ

321

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

進行緩和設備
第５接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ
③※２

高レベル廃液混合槽Ｂ

廃ガス シール ポット
（高レベル濃縮廃液廃ガス処理系）

供給液槽Ａ

供給槽Ａ 供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

放射性配管分岐セル

塔槽類廃ガス処理第１セル

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

固化セル

常設設備側 可搬型設備側 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下３階）その 2 

進行緩和設備
第２接続口

進行緩和設備
第４接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ
①

高レベル廃液混合槽Ｂ

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ
②※１

高レベル廃液混合槽Ｂ

321

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

進行緩和設備
第５接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ
③※２

高レベル廃液混合槽Ｂ

廃ガス シール ポット
（高レベル濃縮廃液廃ガス処理系）

供給液槽Ａ

供給槽Ａ 供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

放射性配管分岐セル

塔槽類廃ガス処理第１セル

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

固化セル

常設設備側 
可搬型設備側 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下２階）その１ 

常設設備側 可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下２階）その２ 

常設設備側 
可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

436



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下２階）その３ 

常設設備側 
可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下２階）その４ 

常設設備側 可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

438



（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下１階）その１ 

未然防止設備
冷却コイル又は冷却ジャケット通水
接続口

進行緩和設備
第２接続口

未然防止設備
ホース接続箇所

進行緩和設備
第３接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

電源設備
電源ケーブル接続口

進行緩和設備
第５接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
①若しくは②

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
③若しくは④

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑤

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

供給液槽Ａ
⑥

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑦

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続箇所

― ⑧若しくは⑨

対象貯槽 接続箇所

― ⑩若しくは⑪

対象機器 接続口

― ⑫若しくは⑬

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑭※１

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑮※２

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑯※２

供給槽Ｂ1

6

15

3

7

16

11

9

5

10

8

14

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

可搬型フィルタ

可搬型排風機

12 13

可搬型デミスタ
（セル排気フィルタ ユニットに設置）

17

17

放出影響緩和設備
ダクト接続箇所

対象機器 接続箇所

― ⑰

2 4

常設設備側 可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下１階）その２ 

未然防止設備
冷却コイル又は冷却ジャケット通水
接続口

進行緩和設備
第２接続口

未然防止設備
ホース接続箇所

進行緩和設備
第３接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

電源設備
電源ケーブル接続口

進行緩和設備
第５接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
①若しくは②

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
③若しくは④

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑤

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

供給液槽Ａ
⑥

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑦

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続箇所

― ⑧若しくは⑨

対象貯槽 接続箇所

― ⑩若しくは⑪

対象機器 接続口

― ⑫若しくは⑬

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑭※１

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑮※２

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑯※２

供給槽Ｂ1

6

15

3

7

16

11

9

5

10

8

14

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

可搬型フィルタ

可搬型排風機

12 13

可搬型デミスタ
（セル排気フィルタ ユニットに設置）

17

17

放出影響緩和設備
ダクト接続箇所

対象機器 接続箇所

― ⑰

2 4

常設設備側 
可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下１階）その３ 

未然防止設備
冷却コイル又は冷却ジャケット通水
接続口

進行緩和設備
第２接続口

未然防止設備
ホース接続箇所

進行緩和設備
第３接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

電源設備
電源ケーブル接続口

進行緩和設備
第５接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
①若しくは②

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
③若しくは④

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑤

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

供給液槽Ａ
⑥

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑦

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続箇所

― ⑧若しくは⑨

対象貯槽 接続箇所

― ⑩若しくは⑪

対象機器 接続口

― ⑫若しくは⑬

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑭※１

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑮※２

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑯※２

供給槽Ｂ1

6

15

3

7

16

11

9

5

10

8

14

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

可搬型フィルタ

可搬型排風機

12 13

可搬型デミスタ
（セル排気フィルタ ユニットに設置）

17

17

放出影響緩和設備
ダクト接続箇所

対象機器 接続箇所

― ⑰

2 4

常設設備側 
可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地下１階）その４ 

未然防止設備
冷却コイル又は冷却ジャケット通水
接続口

進行緩和設備
第２接続口

未然防止設備
ホース接続箇所

進行緩和設備
第３接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

電源設備
電源ケーブル接続口

進行緩和設備
第５接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
①若しくは②

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
③若しくは④

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑤

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

供給液槽Ａ
⑥

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑦

供給槽Ｂ

対象貯槽 接続箇所

― ⑧若しくは⑨

対象貯槽 接続箇所

― ⑩若しくは⑪

対象機器 接続口

― ⑫若しくは⑬

対象貯槽 接続口

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽
⑭※１

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑮※２

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑯※２

供給槽Ｂ1

6

15

3

7

16

11

9

5

10

8

14

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

可搬型フィルタ

可搬型排風機

12 13

可搬型デミスタ
（セル排気フィルタ ユニットに設置）

17

17

放出影響緩和設備
ダクト接続箇所

対象機器 接続箇所

― ⑰

2 4

常設設備側 可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地上１階）その１ 

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第１接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

①若しくは②

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第２接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

③若しくは④

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑤若しくは⑥

対象貯槽 接続口

高レベル廃液共用貯槽

⑦

第１高レベル濃縮廃液貯槽

第２高レベル濃縮廃液貯槽

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

高レベル廃液混合槽Ａ

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

供給槽Ａ ⑧

進行緩和設備
第１接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑨若しくは⑩

電源設備
電源ケーブル接続口

対象機器 接続口

－ ⑭若しくは⑮

放出影響緩和設備
ホース接続箇所

対象機器 接続箇所

－ ⑪

進行緩和設備
第３接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑯※１

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑰※１

供給槽Ｂ

進行緩和設備
第４接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ ⑱※１

供給槽Ａ ⑲※２

供給液槽Ｂ ⑳※１

供給槽Ｂ 21※２

進行緩和設備
第６接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ 22※２

供給液槽Ｂ 23※２

1

3

2

4

12

10

6

15

9

5 14

11

168
7

11

13
17

18
20 21

22

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

凝縮器

放出影響緩和設備
ホース第１接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑫

19
23

放出影響緩和設備
ホース第２接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑬

高レベル廃液ガラス固化建屋
塔槽類廃ガス処理設備からセルに
導出するユニットの高性能粒子フィルタ

常設設備側 可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はカプラにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地上１階）その２ 

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第１接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

①若しくは②

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第２接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

③若しくは④

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑤若しくは⑥

対象貯槽 接続口

高レベル廃液共用貯槽

⑦

第１高レベル濃縮廃液貯槽

第２高レベル濃縮廃液貯槽

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

高レベル廃液混合槽Ａ

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

供給槽Ａ ⑧

進行緩和設備
第１接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑨若しくは⑩

電源設備
電源ケーブル接続口

対象機器 接続口

－ ⑭若しくは⑮

放出影響緩和設備
ホース接続箇所

対象機器 接続箇所

－ ⑪

進行緩和設備
第３接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑯※１

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑰※１

供給槽Ｂ

進行緩和設備
第４接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ ⑱※１

供給槽Ａ ⑲※２

供給液槽Ｂ ⑳※１

供給槽Ｂ 21※２

進行緩和設備
第６接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ 22※２

供給液槽Ｂ 23※２

1

3

2

4

12

10

6

15

9

5 14

11

168
7

11

13
17

18
20 21

22

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

凝縮器

放出影響緩和設備
ホース第１接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑫

19
23

放出影響緩和設備
ホース第２接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑬

高レベル廃液ガラス固化建屋
塔槽類廃ガス処理設備からセルに
導出するユニットの高性能粒子フィルタ

常設設備側 
可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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（可搬型設備と常設設備はフランジにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地上１階）その３ 

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第１接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

①若しくは②

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第２接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

③若しくは④

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑤若しくは⑥

対象貯槽 接続口

高レベル廃液共用貯槽

⑦

第１高レベル濃縮廃液貯槽

第２高レベル濃縮廃液貯槽

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

高レベル廃液混合槽Ａ

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

供給槽Ａ ⑧

進行緩和設備
第１接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑨若しくは⑩

電源設備
電源ケーブル接続口

対象機器 接続口

－ ⑭若しくは⑮

放出影響緩和設備
ホース接続箇所

対象機器 接続箇所

－ ⑪

進行緩和設備
第３接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑯※１

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑰※１

供給槽Ｂ

進行緩和設備
第４接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ ⑱※１

供給槽Ａ ⑲※２

供給液槽Ｂ ⑳※１

供給槽Ｂ 21※２

進行緩和設備
第６接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ 22※２

供給液槽Ｂ 23※２

1

3

2

4

12
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6

15

9

5 14

11

168
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11
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※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

凝縮器

放出影響緩和設備
ホース第１接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑫

19
23

放出影響緩和設備
ホース第２接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑬

高レベル廃液ガラス固化建屋
塔槽類廃ガス処理設備からセルに
導出するユニットの高性能粒子フィルタ

常設設備側 可搬型設備側 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

445



（電源設備はコネクタにより接続している） 

高レベル廃液ガラス固化建屋の蒸発乾固に対処するための設備における可搬型設備と常設

設備の接続図 高レベル廃液ガラス固化建屋（地上１階）その４ 

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第１接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

①若しくは②

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
安全冷却水系内部ループ通水
第２接続口

対象貯槽 接続口

高レベル廃液混合槽Ａ

③若しくは④

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

未然防止設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑤若しくは⑥

対象貯槽 接続口

高レベル廃液共用貯槽

⑦

第１高レベル濃縮廃液貯槽

第２高レベル濃縮廃液貯槽

第１高レベル濃縮廃液一時貯槽

第２高レベル濃縮廃液一時貯槽

高レベル廃液混合槽Ａ

高レベル廃液混合槽Ｂ

供給液槽Ａ

供給液槽Ｂ

供給槽Ｂ

供給槽Ａ ⑧

進行緩和設備
第１接続口

進行緩和設備
ホース接続箇所

対象貯槽 接続箇所

－ ⑨若しくは⑩

電源設備
電源ケーブル接続口

対象機器 接続口

－ ⑭若しくは⑮

放出影響緩和設備
ホース接続箇所

対象機器 接続箇所

－ ⑪

進行緩和設備
第３接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ
⑯※１

供給槽Ａ

供給液槽Ｂ
⑰※１

供給槽Ｂ

進行緩和設備
第４接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ ⑱※１

供給槽Ａ ⑲※２

供給液槽Ｂ ⑳※１

供給槽Ｂ 21※２

進行緩和設備
第６接続口

対象貯槽 接続口

供給液槽Ａ 22※２

供給液槽Ｂ 23※２

1

3

2

4

12

10

6

15

9

5 14

11

168
7

11

13
17

18
20 21

22

※１ 水素爆発未然防止設備を共用する接続口

※２ 水素爆発拡大防止設備を共用する接続口

可搬型重大事故等
対処設備保管場所

凝縮器

放出影響緩和設備
ホース第１接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑫

19
23

放出影響緩和設備
ホース第２接続口

対象機器 接続口

凝縮器 ⑬

高レベル廃液ガラス固化建屋
塔槽類廃ガス処理設備からセルに
導出するユニットの高性能粒子フィルタ

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 

（給水口及び排水口） 
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補足説明資料２－８（３５条）

447



保管場所図

今後の設計進捗により、 

変更となる可能性がある。 

448



前処理建屋 

449



【外部保管エリア１】 
■簡易倉庫
可搬型排風機

■保管用コンテナ
可搬型建屋内ホース
可搬型フィルタ
可搬型ダクト

【外部保管エリア２】 
■簡易倉庫
可搬型排風機

■保管用コンテナ
可搬型建屋内ホース
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分離建屋 
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【外部保管エリア１】 
■簡易倉庫

可搬型排風機
■保管用コンテナ

可搬型建屋内ホース
可搬型配管
可搬型フィルタ
可搬型ダクト

【外部保管エリア 2】 
■簡易倉庫

可搬型排風機
■保管用コンテナ

可搬型建屋内ホース
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精製建屋 

453



 建物近傍の保管場所，外部保管エリア，放出抑制設備，重大事故等対処共通設備，電源設備， 

緊急時対策所の一般配置概要図 

【外部保管エリア１】 
■簡易倉庫

可搬型排風機

■保管用コンテナ
可搬型建屋内ホース
可搬型フィルタ
可搬型ダクト

【外部保管エリア２】 
■簡易倉庫

可搬型排風機
■保管用コンテナ

可搬型建屋内ホース
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

455



【外部保管エリア１】 

■簡易倉庫

可搬型排風機

■保管用コンテナ

可搬型建屋内ホース

可搬型フィルタ

可搬型ダクト

【外部保管エリア２】 

■簡易倉庫

可搬型排風機

■保管用コンテナ

可搬型建屋内ホース

建物近傍の保管場所，外部保管エリア，放出抑制設備，重大事故等対処共通設備，電源設備， 

緊急時対策所の一般配置概要図
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高レベル廃液ガラス固化建屋 

457



【外部保管エリア１】 
■簡易倉庫
可搬型排風機

■保管用コンテナ
可搬型建屋内ホース
可搬型フィルタ
可搬型デミスタ
可搬型ダクト

【外部保管エリア２】 
■簡易倉庫
可搬型排風機

■保管用コンテナ
可搬型建屋内ホース
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補足説明資料２－９（３５条）
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アクセスルート図

今後の設計進捗により、 

変更となる可能性がある。 
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472



分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地下２階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  

473



分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  
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分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  
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分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上２階）（内部ループ通水による冷却） 

476



分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上３階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  

477



分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上４階）（内部ループ通水による冷却） 

478



分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下２階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  
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分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  
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分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  
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蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）（内部ループ通水による冷却） 

482



分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上３階）（内部ループ通水による冷却） 

操 作場所  
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分離建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上４階）（内部ループ通水による冷却） 

484



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下３階）（内部ループ通水による冷却） 

485



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下２階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

486



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

487



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却） 

488



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上２階）（内部ループ通水による冷却） 

489



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上３階）（内部ループ通水による冷却） 

490



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上４階）（内部ループ通水による冷却） 

491



 

 

精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上５階）（内部ループ通水による冷却） 

 

492



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下３階）（内部ループ通水による冷却） 

493



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下２階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

494



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

495



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却） 

496



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上２階）（内部ループ通水による冷却） 

497



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上３階）（内部ループ通水による冷却） 

498



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上４階）（内部ループ通水による冷却） 

499



精製建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上５階）（内部ループ通水による冷却） 

500



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却）

について核不拡散上の観点から公開できません。
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却）

について核不拡散上の観点から公開できません。
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却）

について核不拡散上の観点から公開できません。
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却）

について核不拡散上の観点から公開できません。
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下４階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

505



：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 高レベル濃縮廃液一時貯槽溶液温度

② 高レベル廃液混合槽溶液温度

①

②

②

ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下３階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

506



：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 高レベル廃液共用貯槽溶液温度

② 高レベル濃縮廃液貯槽溶液温度

③ 冷却水流量

④ 漏えい液受皿液位

①

②

②

③

③

④

ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下２階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

操作場所 

操作場所 

操作場所 

操作場所 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

操作場所 

操作場所 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上２階）（内部ループ通水による冷却） 

対象なし
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下４階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

511



：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

①

②

②

測定場所 監視項目

① 高レベル濃縮廃液一時貯槽溶液温度

② 高レベル廃液混合槽溶液温度

ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下３階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

512



：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

①

②

②

③

③

③

④

測定場所 監視項目

① 高レベル廃液共用貯槽溶液温度

② 高レベル濃縮廃液貯槽溶液温度

③ 冷却水流量

④ 漏えい液受皿液位

ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下２階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

操作場所 

操作場所 

操作場所 

513



ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下１階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 

操作場所 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）（内部ループ通水による冷却） 

操作場所 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の発生の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）（内部ループ通水による冷却） 

対象なし
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分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上１階）（貯水槽から機器への注水） 

523



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水） 

524



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上３階）（貯水槽から機器への注水） 

操 作場所  
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分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）（貯水槽から機器への注水） 

526



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水） 

527



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上３階）（貯水槽から機器への注水） 

操 作場所  

528



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下１階）（貯水槽から機器への注水） 

操作場所 

529



 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下２階）（貯水槽から機器への注水） 

530



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水） 

531



 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上３階）（貯水槽から機器への注水） 

532



 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上４階）（貯水槽から機器への注水） 

操作場所 

操作場所 
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精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下１階）（貯水槽から機器への注水） 

操作場所 
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精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上１階）（貯水槽から機器への注水） 

 

535



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水） 

536



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上３階）（貯水槽から機器への注水） 

537



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上４階）（貯水槽から機器への注水） 

操作場所 

操作場所 

538



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地上１階）（貯水槽から機器への注水）

について核不拡散上の観点から公開できません。

539



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地上１階）（貯水槽から機器への注水）

について核不拡散上の観点から公開できません。

540



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水）

について核不拡散上の観点から公開できません。

541



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水）

について核不拡散上の観点から公開できません。 542



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下３階）（貯水槽から機器への注水） 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

操作場所 

操作場所 

543



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下２階）（貯水槽から機器への注水） 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

①

測定場所 監視項目

①
高レベル濃縮廃液貯槽注水流量

高レベル廃液共用貯槽注水流量

② 高レベル廃液混合槽注水流量

③ 高レベル廃液混合槽液位

②

③

操作場所 

操作場所 

操作場所 

操作場所 

544



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下１階）（貯水槽から機器への注水） 

①

②

③

④

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 高レベル濃縮廃液一時貯槽注水流量

②
供給液槽注水流量

供給槽注水流量

③
高レベル濃縮廃液貯槽液位

高レベル廃液共用貯槽液位

④
高レベル濃縮廃液貯槽液位

高レベル濃縮廃液一時貯槽液位

操作場所 

操作場所 操作場所 

545



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上１階）（貯水槽から機器への注水） 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

②

②

①

測定場所 監視項目

①

高レベル濃縮廃液貯槽注水流量

高レベル濃縮廃液一時貯槽注水流量

高レベル廃液共用貯槽注水流量

高レベル廃液混合槽注水流量

供給液槽注水流量

供給槽注水流量

②
供給液槽液位

供給槽液位

操作場所 

546



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水） 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 

547



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下３階）（貯水槽から機器への注水） 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

操作場所 

操作場所 

548



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下２階）（貯水槽から機器への注水） 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

①

②

③

測定場所 監視項目

①
高レベル濃縮廃液貯槽注水流量

高レベル廃液共用貯槽注水流量

② 高レベル廃液混合槽注水流量

③ 高レベル廃液混合槽液位

操作場所 

操作場所 

操作場所 
操作場所 

操作場所 

549



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下１階）（貯水槽から機器への注水） 

①

②

③

④

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 高レベル濃縮廃液一時貯槽注水流量

②
供給液槽注水流量

供給槽注水流量

③
高レベル濃縮廃液貯槽液位

高レベル廃液共用貯槽液位

④
高レベル濃縮廃液貯槽液位

高レベル濃縮廃液一時貯槽液位

操作場所 

操作場所 

操作場所 

550



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）（貯水槽から機器への注水） 

操作場所 

551



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）（貯水槽から機器への注水） 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 

552



553



 

  

554



555



556



557



558



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地下２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

559



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地下１階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

560



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上１階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

561



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

562



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上３階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

563



 

 

分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

564



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下１階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

565



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

566



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

567



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上３階）（冷却コイル通水による冷却） 

操 作場所  

568



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下３階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

569



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

570



 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下１階）（冷却コイル通水による冷却） 

 

操作場所 

571



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上１階）（冷却コイル通水による冷却） 

572



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下３階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

573



 

 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

574



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下１階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

575



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下１階）（冷却コイル通水による冷却） 

576



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地下１階）（冷却ジャケット 通水による冷却）

について核不拡散上の観点から公開できません。

577



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地下１階）（冷却ジャケット通水による冷却）

について核不拡散上の観点から公開できません。 578



：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下３階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

579



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 冷却コイル圧力

①

①

①

①

①

①

①

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

①

①

①

「ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 
操作場所 

操作場所 

操作場所 

580



：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

①

測定場所 監視項目

① 冷却コイル圧力

①

① 冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

①

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下１階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

581



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上１階）（冷却コイル通水による冷却） 

対象なし 

582



：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上２階）（冷却コイル通水による冷却） 

対象なし

583



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下３階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

584



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

①

①

①

①

測定場所 監視項目

① 冷却コイル圧力

①

①

①

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

①

①

①

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下２階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 操作場所 

操作場所 

操作場所 

585



①

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 冷却コイル圧力

①

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

①

①

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下１階）（冷却コイル通水による冷却） 

操作場所 

操作場所 

586



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）（冷却コイル通水による冷却） 

対象なし 

587



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、アクセスルート
は変更となる可能性がある。

ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）（冷却コイル通水による冷却） 

対象なし 

588



589



590



591



 

  

592



593



594



595



596



597



598



 

  

599



600



 

  

601



602



 

  

603



604



 

  

605



606



 

 

分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地下１階）（放出低減対策） 

 

607



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上１階）（放出低減対策） 

操 作場所  

608



 

 

 

分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上２階）（放出低減対策） 

操 作場所  

609



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上３階）（放出低減対策） 

操 作場所  

610



 

 

分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（東ルート）（地上４階）（放出低減対策） 

手 動ダン パ  

611



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下１階）（放出低減対策） 

612



 

 

分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）（放出低減対策） 

操 作場所  

613



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）（放出低減対策） 

操 作場所  

614



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上３階）（放出低減対策） 

操 作場所  

615



分離建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上４階）（放出低減対策） 

手 動ダン パ  

616



 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下２階）（放出低減対策） 

 

617



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地下１階）（放出低減対策） 

操作場所 

618



 

 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上１階）（放出低減対策）

操作場所 

619



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上２階）（放出低減対策） 

操作場所 

操作場所 

620



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上３階）（放出低減対策） 
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精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上４階）（放出低減対策） 

操作場所 

操作場所 

622



 

 

精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南１ルート）（地上５階）（放出低減対策） 

 

操作場所 
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精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下２階）（放出低減対策） 
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精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地下１階）（放出低減対策） 

操作場所 

625



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上１階）（放出低減対策） 

操作場所 
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精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上２階）（放出低減対策） 

操作場所 

操作場所 

627



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上３階）（放出低減対策） 

628



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上４階）（放出低減対策） 

操作場所 

操作場所 

629



精製建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南２ルート）（地上５階）（放出低減対策） 

操作場所 

630



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地下２階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。 631



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地下１階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。
632



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地上１階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。 633



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（東ルート）（地上２階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。 634



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地下２階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地下１階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地上１階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。 637



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート

（西ルート）（地上２階）（放出低減対策）

について核不拡散上の観点から公開できません。 638



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下４階）(放出低減対策) 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 
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 ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下３階）(放出低減対策) 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 放射性配管分岐セル圧力

①

対象なし 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下２階）(放出低減対策) 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地下１階）(放出低減対策) 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 廃ガス洗浄塔入口圧力

② 可搬型フィルタ差圧

①

②

操作場所 

操作場所 

642



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上１階）(放出低減対策) 

操作場所 

操作場所 

操作場所 

操作場所 

643



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（北ルート）（地上２階）(放出低減対策) 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 

644



ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下４階）(放出低減対策) 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下３階）(放出低減対策) 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 放射性配管分岐セル圧力

①

対象なし 
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 ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下２階）(放出低減対策) 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 
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ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地下１階）(放出低減対策) 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

測定場所 監視項目

① 廃ガス洗浄塔入口圧力

② 可搬型フィルタ差圧

①

②

操作場所 

操作場所 

操作場所 
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 ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上１階）(放出低減対策) 

 

操作場所 

操作場所 

操作場所 
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 ＫＡ建屋 蒸発乾固の拡大の防止のための措置のアクセスルート（南ルート）（地上２階）(放出低減対策) 

 

：可搬型重大事故等対処設備
保管場所

：アクセスルート

対象なし 
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補足説明資料２－１０（３５条）
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計装設備の測定原理 

今後の設計進捗により、 
変更となる可能性がある。 

652



１．蒸発乾固に関する重大事故等対処計装設備の仕様と環境 

把握情報 計器仕様 計測タイミング 伝送可否 

膨張槽液位 

計測方式 ロープ式 

計測タイミング：
対策作業時 
①ループ通水前の
配管健全性確認 

－ 
測定原理 

液面までロープを垂らした
ときのロープの長さの測定
により液位を測定する 

計測範囲 ０～１０ｍ 

計器精度 約±３０mm 

冷却コイル圧力 

計測方式 アネロイド圧力計 
計測タイミング：
対策作業時 
①コイル通水前の
配管健全性確認 

－ 
測定原理 

弾性素子の圧力による変形
量により圧力を測定する 

計測範囲 ０～１MPa 

計器精度 約±２％F.S 

貯槽温度 

計測方式 
熱電対 
測温抵抗体 計測タイミング：

対策作業時 
①通水前の温度確
認 
②通水後の温度確
認 
③対策維持確認

○ 
測定原理 

熱電対の熱起電力，金属の
電気抵抗の測定により温度
を測定する 

計測範囲 ０～３００℃ 

計器精度 約±３℃ 

653



（つづき） 

把握情報 計器仕様 計測タイミング 伝送可否 

冷却水流量 

計測方式 電磁式 
計測タイミング：

対策作業時 

①通水時の流量確

認 

②対策維持確認

○ 
測定原理 

磁界中を流れる導電性流体

の誘導起電力により流量を

測定する 

計測範囲 各建屋の必要流量範囲 

計器精度 約±１％ of RD 

貯槽液位※ 

計測方式 エアパージ式 計測タイミング：

対策作業時 

①貯槽注水前の液

位確認 

②貯槽注水時の液

位確認 

－ 
測定原理 

液浸配管をエアパージした

ときの圧力により液位を測

定する 

計測範囲 各貯槽の液高さ 

計器精度 約±２％F.S 

機器注水流量 

計測方式 電磁式 

計測タイミング：

対策作業時 

①貯槽注水時の流

量確認 

－ 
測定原理 

磁界中を流れる導電性流体

の誘導起電力により流量を

測定する 

計測範囲 各貯槽の必要流量 

計器精度 約±１％ of RD 
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（つづき） 

把握情報 計器仕様 計測タイミング 伝送可否 

凝縮器出口排気温度 

計測方式 
熱電対 
測温抵抗体 計測タイミング：

対策作業時 
①凝縮器通水後の
温度確認 
②対策維持確認

○ 測定原理 
熱電対の熱起電力，金属の
電気抵抗の測定により温度
を測定する 

計測範囲 ０～３００℃ 

計器精度 約±３℃ 

凝縮器通水流量 

計測方式 電磁式 
計測タイミング：
対策作業時 
①凝縮器通水時の
流量確認 
②対策維持確認

○ 
測定原理 

磁界中を流れる導電性流体
の誘導起電力により流量を
測定する 

計測範囲 各凝縮器の必要流量 

計器精度 約±１％ of RD 

廃ガス洗浄塔入口圧
力 

計測方式 アネロイド圧力計 計測タイミング：
対策作業時 
①貯槽内溶液の沸
騰後から可搬型排
風機の起動前 

－ 
測定原理 

弾性素子の圧力による変形
量により圧力を測定する 

計測範囲 －５～１０kPa 

計器精度 約±２％F.S 
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（つづき） 

把握情報 計器仕様 計測タイミング 伝送可否 

導出先セル圧力 

計測方式 アネロイド圧力計 計測タイミング：
対策作業時 
①貯槽内溶液の沸
騰後から可搬型排
風機の起動前 

－ 
測定原理 

弾性素子の圧力による変形
量により圧力を測定する 

計測範囲 －１～１kPa 

計器精度 約±２％F.S 

フィルタ差圧 

計測方式 アネロイド圧力計 
計測タイミング：
対策作業時 
①可搬型排風機起
動時 

－ 
測定原理 

弾性素子の圧力による変形
量により圧力を測定する 

計測範囲 ０～１kPa 

計器精度 約±３％F.S 

伝送可否 
○：伝送可能な計測機器  －：伝送しない情報 

※詳細は別紙１に示す。 
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２．重大事故等対処共通設備に関する重大事故等対処計装設備の仕様と環境 

把握情報 計器仕様 計測タイミング 伝送可否 

建屋供給冷却水流量 

計測方式 電磁式 

計測タイミング：
対策作業時 
①屋外から建屋へ
の冷却水供給時 

－ 
測定原理 

磁界中を流れる導電性流体
の誘導起電力により流量を
測定する 

計測範囲 ０～４８０m3/h 

計器精度 約±１％ of RD 

冷却水排水線量 

計測方式 半導体検出器 
計測タイミング：
対策作業時 
①蒸発乾固におけ
る建屋への冷却水
通水時 

－ 
測定原理 

半導体に放射線が当たると
電子が発生することを利用
して放射線を測定する 

計測範囲 ０～１Sv/h 

計器精度 約±１５％ 

伝送可否 
○：伝送可能な計測機器  －：伝送しない情報 
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３．蒸発乾固及び水素爆発に係る漏えい確認に関する重大事故等対処計装設備の仕様と環境 

把握情報 計器仕様 計測タイミング 伝送可否 

漏えい液受皿液位 

計測方式 エアパージ式 

計測タイミング：
対策作業時 
①対策可能制限時
間前までに確認 

－ 
測定原理 

液浸配管をエアパージした
ときの圧力により液位を測
定する 

計測範囲 各貯槽の液高さ 

計器精度 約±２％F.S 

伝送可否  ○：伝送可能な計測機器  －：伝送しない情報 
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別紙１ 

パージ式液位計の測定原理 

冷却機能喪失事故に対する発生防止対策が機能しなかった場合，機器に内

包する溶液の蒸発乾固の進行を緩和するため，可搬型中型移送ポンプ等を用

いて冷却機能喪失事故の対象機器に注水を行う。この際，可搬型貯槽液位計

の指示値から機器の液位を算出し，冷却機能喪失事故の対象機器への注水量

を決定した上で，可搬型中型移送ポンプにより，貯水槽から対象機器に注水

する。 

可搬型貯槽液位計は，貯槽に設置した導圧配管（バブリング配管）に一定

流量（液浸配管は、流量の変動による差圧値の変化を防止するため一定流量

でエアパージを行なう必要がある。）の圧縮空気を供給し、導圧配管の先端

から気泡が出ている状態では導圧管中の空気圧（背圧）と水頭圧が等しくな

るという原理を使用している。 

可搬型貯槽液位計では、この背圧を差圧指示計で計測し、読取った差圧値

から換算により液位を求める。 

水頭圧は液体密度により変化することから、可搬型貯槽液位計には密度計

測用の差圧指示計も搭載する。 

液位は以下式により求めることができる。 

ΔP＝ρ・h1－PL 

また、密度は以下の式によりもとめることができる。 

ρ＝ΔP／h2 

なお，機器内液位の測定において，計器仕様は最大±2vol％F.Sの誤差を

生じる可能性があるが，この誤差があることを理解した上で，機器内の液位

を測定する。 
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図１．パージ式液位計の測定原理の概要図 
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補足説明資料２－１１（３５条）
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今後の設計進捗により、 

変更となる可能性がある。 

試験検査

662



補足説明資料 ○―○ 主要設備の試験・検査 

(１) 蒸発乾固未然防止設備

(ａ) 安全冷却水系（通水する流路）の試験検査

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 
漏えい確認 

外観点検 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

安全冷却水系（流路）に外観上,

異常が無いことを確認する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について，分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

(ｂ) 可搬型建屋内ホース（建屋内ホース,流量調節弁,接続金具）の試験 

検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

外観点検 

可搬型建屋内ホースについて，

外観上,異常が無いことを確認

する。 

動作確認 

流量調節弁について，稼動部の

動作に異常が無いことを確認す

る。必要に応じ取替える。 

(c) 蒸発乾固未然防止設備の機能性能試験

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（事故対処時の系統構成

に必要となる可搬型重大事故等

対処設備等）を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 
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(２)  蒸発乾固進行緩和設備 

 (ａ) 冷却コイル,冷却ジャケット（通水する流路）の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 
漏えい確認 

外観点検 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

冷却コイル,冷却ジャケット流

路）に外観上,異常が無いことを

確認する。 

停止中 分解点検 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

(ｂ) 可搬型建屋内ホース（建屋内ホース,流量調節弁,接続金具）の試験 

検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

外観点検 

可搬型建屋内ホースについて，

外観上,異常が無いことを確認

する。 

動作確認 

流量調節弁について，稼動部の

動作に異常が無いことを確認す

る。必要に応じ取替える。 

(c) 蒸発乾固進行緩和設備の機能性能試験 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（事故対処時の系統構成

に必要となる可搬型重大事故等

対処設備等）を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 
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(3) 換気系統遮断・セル内導出設備

(ａ) セル内への導出ユニットの試験検査

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

セル内への導出ユニットについ

て，外観上,異常が無いことを確

認する。

停止中 
分解点検 

漏えい確認 

流路を構成する弁について,分

解し状態確認後，消耗品を交換

する。 

通常運転圧で漏えいの有無を確

認する（流路を構成する弁につ

いては，組み立て後のトルク代

替による確認も可）。 

(ｂ) 塔槽類廃ガス処理設備（流路，隔離弁） 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

塔槽類廃ガス処理設備（流路，

隔離弁）について，外観上,異常

が無いことを確認する。 

(c) 換気系統遮断・セル内導出設備の機能性能試験

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（系統構成に必要となる

可搬型重大事故等対処設備等）

を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 
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(4)  蒸発乾固影響緩和設備 

(ａ) 凝縮器（通水する流路）の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 
凝縮器（流路）について，外観

上,異常が無いことを確認する。 

(ｂ) 建屋換気設備の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

建屋換気設備（流路）について，

外観上,異常が無いことを確認

する。 

停止中 単体作動確認 

建屋換気設備のダンパについ

て，動作に異常が無いことを確

認する。 

(ｃ) 可搬型ダクト，フィルタの試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 外観点検 

可搬型ダクト，フィルタについ

て，外観上,異常が無いことを確

認する（フィルタについては保

管状況の確認）。 

(ｄ) 可搬型排風機の試験検査 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 

分解点検 

単体作動確認 

外観点検 

可搬型排風機について，分解し

状態確認後，消耗品を交換する。 

組み立て後，異常なく動作する

ことを確認する（電動機の電

圧・電流確認含む）。 

外観上，異常が無いことを確認

する。 
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(ｅ) 蒸発乾固影響緩和設備の機能性能試験 

再処理施設の状態 項 目 内 容 

運転中又は停止中 機能性能試験 

構成品（系統構成に必要となる

可搬型重大事故等対処設備等）

を状態確認＊する 

＊：使用前事業者検査においては設計の妥当性確認を目的とし,建屋内で

常設,可搬型重大設備の可能な範囲での接続確認を実施（系統構築が

可能なことを確認）。 

（次ページへ） 
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(5) 水供給設備

(ａ) 可搬型中型移送ポンプの試験検査 

再処

理施設の状

態 

項目 内容 

運転中又は

停止中 

分解点検 

外観確認 

分解して状態確認後，消耗品を交換す

る。組み立て後，異常なく動作するこ

とを確認する。 

外観上，異常が無いことを確認する。 

機能性能試験 

可搬型中型移送ポンプの試験系統

を構成するポンプ及びホースに漏

えいがないことを確認する。 

ポンプ運転性能を確認する。 

図 可搬型中型移送ポンプの試験系統図 

 

 

可搬型中型移送ポンプ 

F 

P 

P

試験設備 凡例 機能性能検査系統 試験系統範囲 

図は第 1 貯水槽を使用した可搬型中型移送ポンプの機能性能検査系統を示す。 

機能性能検査は，可搬型中型移送ポンプを第 1 貯水槽の近傍に設置し，ホース等により仮設の試験

設備を構成し，第 1 貯水槽を水源とした循環運転によりポンプの運転性能，系統の漏えい確認を実

施する。 

仮設の試験設備であるため，第 1 貯水槽以外の水源でも試験可能である。 
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補足説明資料２－１２（３５条）
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今後の設計進捗により、 

変更となる可能性がある。 

接続口一覧
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表○ 前処理建屋の内部ループ注水接続口一覧

内部ループ注水 内部ループ注水 

第１接続口 第２接続口 

前処理建屋 

蒸発乾固１ 

中継槽Ａ 
地下３階 

① 

地下３階 

④ 

中継槽Ｂ 
地下３階 

② 

地下３階 

⑤ 

リサイクル槽Ａ 
地下３階 

① 

地下３階 

④ 

リサイクル槽Ｂ 
地下３階 

② 

地下３階 

⑤ 

前処理建屋 

蒸発乾固２ 

計量前中間貯槽Ａ 

地下３階 

③ 

地下３階 

⑥ 

計量前中間貯槽Ｂ 

計量後中間貯槽 

計量・調整槽 

計量補助槽 

中間ポットＡ 

中間ポットＢ 
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①②③

２②② 

｢前処理建屋の冷却機能喪失事故｣の内部ループ注水接続口配置図（地下３階） 

④⑤⑥ 
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表○ 分離建屋のループ注水／コイル注水接続口一覧 

   ループ注水 ループ注水 コイル注水 コイル注水 

 
 第１接続口 第２接続口 第１接続口 第２接続口 

分離建屋 

蒸発乾固１ 
高レベル廃液濃縮缶 

地下 2階 

①若しくは② 

地上 1階 

①若しくは② 

地下 1階 

①若しくは② 

地上 3階 

①若しくは② 

地下 1階 

③ 

地上 3階 

③ 

地下 1階 

④ 

地上 2階 

① 

分離建屋 第６一時貯留処理槽 地上 2階 地下 2階 地下 1 階 ⑬ 地下 2階 ⑪ 

蒸発乾固２ 高レベル廃液供給槽 ③若しくは④ ⑤若しくは⑥ 地下 1 階 ⑫ 地下 2階 ⑭ 

分離建屋 溶解液中間貯槽 地下 2階 地下 2階 地下 1 階 ⑤ 地下 2階 ⑬ 

蒸発乾固３ 溶解液供給槽 ⑦ ⑧ 地上 2 階 ② 地上 1階 ⑤ 

 抽出廃液受槽   地下 1 階 ⑥ 地下 2階 ⑭ 

 抽出廃液中間貯槽   地下 1 階 ⑥ 地下 2階 ⑭ 

 抽出廃液供給槽Ａ   地下 1 階 ⑦ 地下 2階 ⑮ 

 抽出廃液供給槽Ｂ   地下 1 階 ⑧ 地下 2階 ⑯ 

 第１一時貯留処理槽   地下 1 階 ⑨ 地下 2階 ⑩ 

 第８一時貯留処理槽   地上 1 階 ③ 地下 2階 ⑫ 

 第７一時貯留処理槽   地下 1 階 ⑩ 地下 2階 ⑰ 

 第３一時貯留処理槽   地下 1 階 ⑪ 地下 2階 ⑨ 

 第４一時貯留処理槽   地下 1 階 ⑪ 地下 2階 ⑨ 
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｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の分離建屋のループ注水／コイル水接続口配置図（地下 2 階） 

① ② 

③ 

⑦ ⑤ 

⑥ 

⑧ 

④ 

⑭ 

⑫ ⑪ ⑩ ⑨ 

⑮ ⑯ ⑰ 

⑬ 
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① 
② 

③ 

⑦ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑧ 

⑫ 

⑩ 

⑪ ⑨ ⑬ 

｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の分離建屋のループ注水／コイル水接続口配置図（地下 1 階） 

⑭ 
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 ｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の分離建屋のループ注水／コイル水接続口配置図（地上 1 階） 

① ② 

③ ④ 

⑤ 
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｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の分離建屋のループ注水／コイル水接続口配置図（地上 2 階） 

① 

② 
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｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の分離建屋のループ注水／コイル水接続口配置図（地上 3 階） 

① ② ③ 
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表○ 分離建屋の機器注水接続口一覧 

 

  

   機器注水 機器注水 機器注水 機器注水 

 
 第１接続口 第２接続口 第３接続口 第４接続口 

分離建屋 

蒸発乾固１ 
高レベル廃液濃縮缶 

地上３階 

① 

地上３階 

② 

地上３階 

② 

地上３階 

② 
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｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上３階） 

① 

② 
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表○ 分離建屋の凝縮器注水接続口一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
高レベル廃液濃縮

缶凝縮器注水 

第１エジェクタ 

凝縮器注水 
凝縮器注水 

 
 第１接続口 第２接続口 第３接続口 

分離建屋 

蒸発乾固１ 
高レベル廃液濃縮缶 

地上３階 

① 

地上３階 

② 

地上２階 

① 
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① 

｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の凝縮器注水接続口配置図（地上２階） 682



 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢分離建屋の冷却機能喪失事故｣の凝縮器注水接続口配置図（地上３階） 

② 

① 
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表○ 精製建屋の内部ループ通水接続口一覧

 

ループ通水 ループ通水 ループ通水 ループ通水 

第１接続口 第２接続口 第３接続口 第４接続口 

精製建屋 

蒸発乾固１ 

プルトニウム濃縮液受槽 

地下２階 

① 

地下２階 

② 

地下１階 

④ 

地下１階 

⑤ 

リサイクル槽 

希釈槽 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 

プルトニウム濃縮液計量槽 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 

精製建屋 

蒸発乾固２ 

プルトニウム溶液受槽 

地下２階 

③ 

地下２階 

⑥ 
－ － 

油水分離槽 

プルトニウム濃縮缶供給槽 

プルトニウム溶液一時貯槽 

第１一時貯留処理槽 

第２一時貯留処理槽 

第３一時貯留処理槽 
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｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地下２階） 

③ 

①  ②  
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｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地下２階） 

④ ⑤ 

⑥ 
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表○ ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の内部ループ通水接続口一覧

 

内部ループ通水 

（安全冷却水Ａ系） 

内部ループ通水 

（安全冷却水Ｂ系） 

内部ループ通水 

（安全冷却水Ａ系） 

内部ループ通水 

（安全冷却水Ｂ系） 

第１接続口 第１接続口 第２接続口 第２接続口 

ウラン・プル

トニウム混合

脱硝建屋 

蒸発乾固 

硝酸プルトニウム貯槽 

地下１階 

① 

地下１階 

② 

地下１階 

③ 

地下１階 

④ 

混合槽 A 

混合槽 B 

一時貯槽 
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｢ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の冷却機能喪失事故｣の内部ループ接続口配置図（地下１階） 

について核不拡散上の観点から公開できません。
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表○ 高レベル廃液ガラス固化建屋の内部ループ通水接続口一覧

  

内部ループ通水 

Ａ系 

内部ループ通水 

Ａ系 

内部ループ通水 

Ｂ系 

内部ループ通水 

Ｂ系 

第１接続口 第２接続口 第１接続口 第２接続口 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固１ 

高レベル廃液混合槽 
地上１階 

① 

地上１階 

③ 

地上１階 

② 

地上１階 

④ 

供給液槽 
地上１階 

① 

地上１階 

③ 

地上１階 

② 

地上１階 

④ 

供給槽 
地上１階 

① 

地上１階 

③ 

地上１階 

② 

地上１階 

④ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固２ 

高レベル濃縮廃液貯槽 
地下２階 

③ 

地下２階 

⑦ 

地下２階 

⑪ 

地下２階 

⑮ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固３ 

高レベル濃縮廃液貯槽 
地下２階 

② 

地下２階 

⑥ 

地下２階 

⑩ 

地下２階 

⑭ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固４ 

高レベル濃縮廃液一時貯槽 
地下２階 

④ 

地下２階 

⑧ 

地下２階 

⑫ 

地下２階 

⑯ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固５ 

高レベル廃液共用貯槽 
地下２階 

① 

地下２階 

⑤ 

地下２階 

⑨ 

地下２階 

⑬ 
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の内部ループ通水接続口配置図（地下２階） 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑬

⑭

⑮

⑫

⑯
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の内部ループ通水接続口配置図（地上１階） 

 

①

②

③

④
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表○ 前処理建屋の機器注水接続口一覧

機器グループ 機器名  

機器注水 機器注水 機器注水 機器注水 

第１接続口 第２接続口 第３接続口 第４接続口 

前処理建屋 

蒸発乾固１ 

中継槽Ａ 地上１階① 地上３階④ 地上１階① 地上１階① 

中継槽Ｂ 地上１階① 地上３階④ 地上１階① 地上１階① 

リサイクル槽Ａ 地上１階① 地上３階④ 地上１階① 地上１階② 

リサイクル槽Ｂ 地上１階① 地上３階④ 地上１階① 地上１階② 

前処理建屋 

蒸発乾固２ 

計量前中間貯槽Ａ 地上１階① 地上３階④ 地上１階② 地上１階① 

計量前中間貯槽Ｂ 地上１階① 地上３階④ 地上１階② 地上１階① 

計量後中間貯槽 地上１階① 地上３階④ 地上１階② 地上１階① 

計量・調整槽 地上１階① 地上３階④ 地上１階② 地上１階① 

計量補助槽 地上１階① 地上３階④ 地上１階② 地上１階① 

中間ポットＡ 地上３階③ 地上３階④ 地上３階⑤ 地上３階⑥ 

中間ポットＢ 地上３階③ 地上３階④ 地上３階⑤ 地上３階⑥ 
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① 

② 

｢前処理建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上１階） 

※：番号は部屋全体を示す。 
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③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

｢前処理建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上３階） 

※：番号は部屋全体を示す。 
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表○ 精製建屋の機器注水接続口一覧

  

機器注水 機器注水 機器注水 機器注水 

第１接続口 第２接続口 第３接続口 第４接続口 

精製建屋 

蒸発乾固１ 

プルトニウム濃縮液受槽 

地上４階 

③ 

地上４階 

④ 

地下１階 

① 

地下１階 

② 

リサイクル槽 

希釈槽 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 

プルトニウム濃縮液計量槽 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 

精製建屋 

蒸発乾固２ 

プルトニウム溶液受槽 

油水分離槽 

プルトニウム濃縮缶供給槽 

プルトニウム溶液一時貯槽 

第１一時貯留処理槽 

第２一時貯留処理槽 

第３一時貯留処理槽 
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｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上１階） 

①  

②  
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｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上４階） 

③ 

④ 
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表○ ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の機器注水接続口一覧 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

機器注水 機器注水 機器注水 機器注水 

第１接続口 第２接続口 第３接続口 第４接続口 

ウラン・プル

トニウム混合

脱硝建屋 

蒸発乾固 

硝酸プルトニウム貯槽 

地上２階 

① 

地上２階 

② 

地上１階 

③ 

地上１階 

④ 

混合槽 A 

混合槽 B 

一時貯槽 
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｢ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上１階） 

について核不拡散上の観点から公開できません。
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｢ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上２階） 

について核不拡散上の観点から公開できません。
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表○ 高レベル廃液ガラス固化建屋の機器注水接続口一覧

  

機器注水 機器注水 機器注水 機器注水 機器注水 機器注水 

第１接続口 第２接続口 第３接続口 第４接続口 第５接続口 第６接続口 

高レベル廃液ガ

ラス固化建屋 

蒸発乾固１ 

高レベル廃液混合槽 
地上１階 

① 

地下３階 

① 

地下２階 

② 

地下３階 

② 

地下３階 

③ 
－ 

供給液槽 
地上１階 

① 

地下１階 

①、② 

地上１階 

③、④ 

地上１階 

⑤、⑥ 

地下１階 

⑤、⑥ 

地上１階 

⑨、⑩ 

供給槽 
地上１階 

①、② 

地下１階 

①、② 

地上１階 

③、④ 

地上１階 

⑤、⑥ 

地下１階 

⑤、⑥ 
― 

高レベル廃液ガ

ラス固化建屋 

蒸発乾固２ 

高レベル濃縮廃液 

貯槽 

地上１階 

① 

地下２階 

① 

地下２階 

④ 

地下２階 

⑤ 

地下２階 

⑧ 

地下２階 

⑨ 

高レベル廃液ガ

ラス固化建屋 

蒸発乾固３ 

高レベル濃縮廃液 

貯槽 

地上１階 

① 

地下２階 

① 

地下２階 

③ 

地下２階 

⑤ 

地下２階 

⑦ 

地下２階 

⑨ 

高レベル廃液ガ

ラス固化建屋 

蒸発乾固４ 

高レベル濃縮廃液 

一時貯槽 

地上１階 

① 

地下１階 

③ 

地下１階 

④ 

地下２階 

⑤ 
― ― 

高レベル廃液ガ

ラス固化建屋 

蒸発乾固５ 

高レベル廃液共用貯槽 
地上１階 

① 

地下２階 

① 

地下２階 

① 

地下２階 

⑤ 

地下２階 

⑥ 

地下２階 

⑨ 
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地下３階） 

①③②
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地下２階） 

 

①

③

④

⑤

⑧

⑥

⑦

⑨

②
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地下１階） 

 

①

②

③

④

⑥

⑤
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の機器注水接続口配置図（地上１階） 

 

①

②

対象貯槽 接続箇所

－ ③

③

④

⑤⑥

⑦⑧

⑨

⑩
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表○ 前処理建屋の冷却コイル注水接続口一覧

  

コイル注水 コイル注水 

第１接続口 第２接続口 

前処理建屋 

蒸発乾固１ 

中継槽Ａ 地下１階 

③ 

地下１階 

④ 中継槽Ｂ 

リサイクル槽Ａ 
地下１階 

⑤ 

地下１階 

⑥ 

リサイクル槽Ｂ 
地下１階 

⑦ 

地下１階 

⑧ 

前処理建屋 

蒸発乾固２ 

計量前中間貯槽Ａ 
地下１階 

⑤ 

地下１階 

⑥ 

計量前中間貯槽Ｂ 
地下１階 

⑦ 

地下１階 

⑧ 

計量後中間貯槽 
地下３階 

① 

地下３階 

② 

計量・調整槽 地下１階 

③ 

地下１階 

④ 計量補助槽 

中間ポットＡ 
地下１階 

⑨ 

地下１階 

⑩ 

中間ポットＢ 
地下１階 

⑪ 

地下１階 

⑫ 
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① 

② 

｢前処理建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル注水接続口配置図（地下３階） 
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 ｢前処理建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル注水接続口配置図（地下１階） 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 
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｢前処理建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル注水接続口配置図（地上１階） 

⑪ 

⑫ 

⑨ ⑩ 
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表○ 精製建屋の冷却コイル通水接続口一覧

 

コイル通水 コイル通水 

第１接続口 第２接続口 

精製建屋 

蒸発乾固１ 

プルトニウム濃縮液受槽 

地下１階 ⑤ 地下１階 ⑥ 

リサイクル槽 

希釈槽 

プルトニウム濃縮液一時貯槽 

プルトニウム濃縮液計量槽 

プルトニウム濃縮液中間貯槽 

精製建屋 

蒸発乾固２ 

プルトニウム溶液受槽 地下２階 ③ 地下３階 ① 

油水分離槽 地下１階 ⑦ 地下２階 ③ 

プルトニウム濃縮缶供給槽 地下２階 ③ 地下３階 ① 

プルトニウム溶液一時貯槽 地下１階 ⑦ 地下２階 ③ 

第１一時貯留処理槽 地下１階 ⑧ 地下２階 ④ 

第２一時貯留処理槽 地下１階 ⑧ 地下２階 ④ 

第３一時貯留処理槽 地下２階 ④ 地下３階 ② 
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｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル通水接続口配置図（地下３階） 

① 

② 

711



 

 

｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル通水接続口配置図（地下２階） 

③ 

④ 
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｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル通水接続口配置図（地下１階） 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 
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表○ ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の冷却ジャケット通水接続口一覧

  

冷却ジャケット通水 冷却ジャケット通水 

安全冷却水Ａ系 安全冷却水Ｂ系 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 

蒸発乾固 

硝酸プルトニウム貯槽 

地下１階 

① 

地下１階 

② 

混合槽 A 

混合槽 B 

一時貯槽 
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｢ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却ジャケット通水接続口配置図（地下１階） 

について核不拡散上の観点から公開できません。
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表○ 高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却コイル通水接続口一覧

  

冷却コイル通水 

Ａ系 

冷却コイル通水 

Ｂ系 

第１接続口 第２接続口 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固１ 

高レベル廃液混合槽 
地下２階 

⑦ 

地下２階 

⑩ 

供給液槽 
地下 1階 

①、② 

地下 1階 

④、⑤ 

供給槽 
地下 1階 

①、③ 

地下 1階 

④、⑥ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固２ 

高レベル濃縮廃液貯槽 
地下２階 

④ 

地下２階 

⑨ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固３ 

高レベル濃縮廃液貯槽 
地下２階 

③ 

地下２階 

⑧ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固４ 

高レベル濃縮廃液一時

貯槽 

地下２階 

⑤ 

地下２階 

⑥ 

高レベル廃液 

ガラス固化建屋 

蒸発乾固５ 

高レベル廃液共用貯槽 
地下２階 

① 

地下２階 

② 
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル通水接続口配置図（地下２階） 

①

②

⑤

③

④

⑥

⑦

冷却コイル通水の接続口恒設化及び
二接続口化検討に伴い、ホース敷設
ルートは変更となる可能性がある。

⑧

⑨

⑩
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｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル通水接続口配置図（地下１階） 

 

①

③
冷却コイル通水の接続口恒設化
及び二接続口化検討に伴い、
ホース敷設ルートは変更となる
可能性がある。

②

④

⑥

⑤
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表○ 前処理建屋の凝縮器注水接続口一覧

  

凝縮器注水 凝縮器注水 

第１接続口 第２接続口 

凝縮器 
地下１階 

① 

地下１階 

② 
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 ｢前処理建屋の冷却機能喪失事故｣の凝縮器注水接続口配置図（地下１階） 

② 

① 
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表○ 精製建屋の凝縮器通水接続口一覧

 

凝縮器通水 凝縮器通水 

第１接続口 第２接続口 

精製建屋 

蒸発乾固 
凝縮器 地上２階 ① 地上２階 ② 
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｢精製建屋の冷却機能喪失事故｣の冷却コイル通水接続口配置図（地上２階） 

 

① 

② 
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表○ ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の凝縮器通水接続口一覧

 

凝縮器通水 凝縮器通水 

第１接続口 第２接続口 

ウラン・プル

トニウム混合

脱硝建屋 

蒸発乾固 

凝縮器 
地上１階 

① 

地上１階 

② 
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｢ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の冷却機能喪失事故｣の凝縮器通水接続口配置図（地上１階） 

について核不拡散上の観点から公開できません。
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表○ 高レベル廃液ガラス固化建屋の凝縮器通水接続口一覧

  

凝縮器通水 凝縮器通水 

第１接続口 第２接続口 

凝縮器 
地上１階 

① 

地上１階 

② 

725



｢高レベル廃液ガラス固化建屋の冷却機能喪失事故｣の凝縮器通水接続口配置図（地上１階） 

①

②
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